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◆令和３(2021)年４月「生命（いのち）の安全教育」のための教材及び指導の手引きを公表
◆全国の教育委員会、大学、幼稚園、保育園、認定こども園等へ発出（以降、毎年事業公募にあわせ
て通知を送付）

「生命（いのち）の安全教育」普及・啓発等

更なる全国展開

教材と指導の手引きの公表

◆令和６(2024)年度より、指導モデル等を全国に普及するための「普及展開事業」を実施
◆令和７(2025)年度はワンストップ支援センターとの積極的な連携による新たな取組を開始
◆令和８(2026)年３月に教材・指導の手引きの拡充・改訂 29

活用・普及に向けた取組
◆令和３(2021)～５(2023)年度まで、「生命（いのち）の安全教育」の教材等を活用した指導モデル
を構築
◆令和４(2022)年度以降、学校現場での活用を促進するため、以下の取組を実施

○動画教材、教員向け研修動画、指導例動画の製作
○生徒指導提要（改訂版）に「生命（いのち）の安全教育」を記載
○実践事例集、参考事例集を作成
○全国フォーラムやウェブセミナーを開催
○教職課程学生向けパンフレットの作成



児童生徒の１人１台端末等で動画教材をご活用いただくことで、授業等における取組の充実や家庭等における学
習も含めた効果的・効率的な学習の実施が考えられるため、積極的に御活用ください！

独立行政法人教職員支援機構の「校内研修シリーズ」において、各学校段階における指導内容について紹介した
講義動画を公開しています。教育委員会主催の研修会、各学校の校内研修等で積極的にご活用ください！

幼児期 小学校（低・中学年） 小学校（高学年） 中学校 高校

教員研修用動画 令和4(2022)年11月公表

＜動画の構成＞
１ 子供の性被害にかかる現状
２ 「生命（いのち）の安全教育」とは
３ 各発達段階の指導内容の紹介

生命（いのち）の安全教育 動画集
文部科学省では、全国の学校において「生命（いのち）の安全教育」が実施されるよう取組を
進めています。本取組にご活用いただける、各種の動画コンテンツを作成・公表しています。

動画教
材掲載
HP教材動画 令和4(2022)年6月公表

指導例動画 令和７(2025)年11月公表
生命（いのち）の安全教育に取り組みたいが、指導の手引きだけではイメージがつかめない、といった現場の声に応え
て、発問の仕方や教材活用方法、気を付けるべきポイントなどを解説を盛り込んだ動画です。ご活用ください！

動画はチャプターごとに視
聴可能。見たいところだけを
すぐに確認できます。

板書の内容やワークの進め
方やポイントなども詳しく解
説しています。
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Ⅰ 事業概要
Ⅱ 各実践校における全体計画例
Ⅲ 『生命（いのち）の安全教育』実践事例（学校種別）
１ 幼稚園・保育園・認定こども園
２ 小学校
３ 中学校
４ 高等学校
５ 特別支援学校（学級）

Ⅳ 資料編
資料１ 事例集作成に係る検討会における意見 ※授業での留意点
資料２ 性犯罪・性暴力被害に関する実態データ
資料３ 各実践校にて使用したスライド教材（別冊）

• 学校等における「生命（いのち）の安全教育」の実践を後押しし、全国展開を加速化するための取組の一つとして、実践事例集を作成
• 幼稚園・保育園・認定こども園、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校の多様な事例を掲載

「生命（いのち）の安全教育」の取組に関する実践事例集

事例集の内容

生命（いのち）の安全教育の取組に関する実践事例集は、以下のページに掲載しております。

文部科学省ホームページ「性犯罪・性暴力対策の強化について」（URL） https://www.mext.go.jp/a_menu/danjo/anzen/index.html

学習指導要領等との関連箇所、授業展開例、
指導上の留意点等をまとめています。

保健体育科、特別活動（学級活動）等
における実践事例を掲載

「令和４(2022)年度実践事例集」（令和５(2023)年７月）と「令和５(2023)年度 参考事例集」（ 令和６(2024)年10月）を掲載していますので、どうぞご覧ください。

学習指導要領等との関連箇所、授業展開例、
指導上の留意点等をまとめています。
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＜安全教育プログラム＞

＜生命（いのち）の安全教育 指導資料＞

（URL） https://www.anzenedu.metro.tokyo.lg.jp/

（URL）
https://www.anzenedu.metr
o.tokyo.lg.jp/anzenkyoikupro
gram

＜安全教育・防災教育ポータルサイト＞

令和５(2023)年度「生命（いのち）の安全教育全国フォーラム」報告書に基づき文科省にて作成

◆東京都の「安全教育プログラム」に「生命（い
のち）の安全教育」を位置付け
「生命（いのち）の安全教育」で育成する資質・能力を、安全教
育で身に付ける力である「危険を予測し、回避する能力」と捉え、
教員向け指導資料である安全教育プログラムに位置付け、生活安
全の領域における「必ず指導する基本的事項」として追加。

◆都内全ての公立学校（小・中学校、高等学校
等）で実施、取組の発信
 令和５年度から都内全ての公立学校（小・中学校、高等学校

等）で「生命（いのち）の安全教育」を実施するため、デジ
タルブック形式の「指導資料」を作成。
※指導の目標・留意点、配慮事項、校種ごとの指導案を作成
※文部科学省の動画教材にリンクを貼る等の工夫

 都内の教育委員会や学校への周知は、各種説明会や研修等の
ほか、首長部局との連携など、都全体で「生命（いのち）の
安全教育」を推進するために、組織的な取組を進めた。

「生命（いのち）の安全教育」の取組事例① ～東京都教育委員会～
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趣 旨

事例① 東京学芸大学附属幼稚園小金井園舎
【取組概要】
◆対象：4～5歳児
◆内容（指導者：養護教諭）

・自他の尊重／性暴力
（自分だけの大切なところ（プライベートゾーン）
についての理解、自分の身を守る方法 等）

◆工夫点
・「家庭とともに行う生命（いのち）の安全教育」を
目指して保護者説明会（※） を実施。
（※）養護教諭から園の指導内容について説明、

講師（東京学芸大学大学院教授）による講話

◆成果
・説明会及び園児への指導後は、園の指導で足りない部分を家庭で補足して
もらったり、園で指導した内容を家庭で伝え合ったりしたことが報告され、相乗
効果がみられた。

クラス活動など

※令和4(2022)年度の取組事例

「生命（いのち）の安全教育」の取組事例 ～学校～
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趣 旨
事例② 千葉市立西小中台小学校、

千葉市立有吉小学校

【取組概要】
◆対象：小学3・5年生
◆内容（指導者：外部講師、学級担任）
・自他の尊重／性暴力／SNSの危険性
（自分と他の人の大切なところの理解、お互いの
体を守るルールの理解、嫌な気持ちになる場面
での対応方法 等）

◆工夫点
・外部講師（専門家）の知見を活用して実施。
◆成果
・外部講師と連携し、ティーム・ティーチング形式（T1：外部講師、T2：学級担 任）で実施すること
により、教員が性暴力に関する指導のノウハウを吸収するとと もに、児童に対して、心と体の距離感など
「生命（いのち）の安全教育」について 分かりやすく伝えることができた。
※令和5(2023)年度より、千葉市教育委員会の所管する小学校・中学校・高校・特別支援学校で全校実施へ。

特別活動

※令和4(2022)年度の取組事例

「生命（いのち）の安全教育」の取組事例 ～学校～
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趣 旨

※令和5(2023)年度より、大阪市教育委員会の所管する小学校・中学校で全校実施へ。

事例③ 大阪市立田島南小学校、
大阪市立田島中学校

【取組概要】
◆対象：小学1～6年生、中学1～3年生
◆内容（指導者：養護教諭、学級担任）
・自他の尊重／SNSの危険性／デートDV
（プライベートゾーン、心と体の距離感、
情報モラル教育、デートDV 等）

◆工夫点
・小中一貫教育として、小・中学校合同で
全学年公開授業（保護者参観）を実施。
◆成果
・保護者や地域からの信頼のもと、保護者参観
を実施し、学校と保護者との間で授業の共有が
図れた。
・公開授業では、保護者からも前向き・肯定的な
意見を多数いただいた。

特別活動

＜小学校の公開授業＞

学年 授業内容

1年生 　たいせつなこころと体 ～プライベートゾーン～

2年生 　みんなむかしは赤ちゃんだった

3年生 　子どもの権利条約って知ってる？

4年生 　10歳のハローワーク ～LSW の視点から～

4年生 　障がい者理解教育指導案「考えようみんなの凸凹」

5年生 　愛？それとも支配？ ～パートナーシップの視点から～

5年生 　スマホについて考えよう

6年生 　家庭について考えよう ～結婚・子育て・親子関係～

＜中学校の公開授業＞

学年 授業内容

1年生 　脳と心と体とわたし ～思春期のトラウマとアタッチメント～

2年生 　リアルデート DV ～支配と依存のメカニズム ～

3年生 　社会の中の「親」と「子」 ～子ども虐待の事例から～

※令和4(2022)年度の取組事例

「生命（いのち）の安全教育」の取組事例 ～学校～
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趣 旨

事例④ 鳥取県立岩美高等学校

【取組概要】
◆対象：高校2年生
◆内容（指導者：人権教育担当教諭、養護教諭、学級担任）
・自他の尊重／性暴力／デートDV
（「自分の大切さとともに他者の大切さを認める」
人権感覚の育成、デートDVの事例など性暴力に
ついての理解 等）
◆工夫点
・校内連携によるティーム・ティーチング。
（人権教育担当教諭・養護教諭がメインで指導し、
学級担任が生徒のグループ ディスカッションを支援。）
◆成果
・校内の連携体制によって指導効果を高め、学習を
通じて、性暴力・性犯罪に関 する悩み・問題をひと
りで抱え込まなくて良いとの認識や安心感などが醸成された。

特別活動

※令和4(2022)年度の取組事例

＜令和5(2023)年度より、全校実施に取り組む教育委員会＞（性犯罪・性暴力の防止教育）
東京都（公立小・中学校、高校、特別支援学校、中等教育学校）、福岡県（公立小・中学校、高校、特別支援学校）、大阪市（公立小・中学校）、

さいたま市（公立小・中学校）、浦安市（公立小学校）ほか

「生命（いのち）の安全教育」の取組事例 ～学校～

36



特別支
援学校高校中学校小学校幼稚園合計年度（実績）

50.2%61.9%56.7%44.2%13.3%45.3%令和５(2023)
年度

49.9％63.0％53.4％37.0％5.0％35.8％令和３(2021)
年度

【出典】文部科学省「学校安全の推進に関する計画に係る取組状況調査」

「性犯罪・性暴力防止」のための教育の実施率

◆「性犯罪・性暴力防止」のための教育を実施していると回答した学校の割合

特別支
援学校高校中学校小学校幼稚園合計年度（実績）

22.7%13.4%27.7%43.0%37.3%32.8%令和５(2023)
年度

16.7％12.9％25.1％37.1％36.8％28.1％令和３(2021)
年度

◆「生命(いのち)の安全教育教材」を活用していると回答した学校の割合
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生命（いのち）の安全教育推進事業

背景

これまで、教材・指導の手引きの作成・動画教材の作成、モデル事業の実施、生徒指導提要に「生命（いのち）の安全教育」を盛り込む等の取組を行うとともに、学校現場
での実践をより後押しするため、事例集の公表や全国フォーラムの開催を行い、「生命（いのち）の安全教育」の全国展開を図ってきたところ。
これらの取組を一層加速し、『性犯罪・性暴力防止のための教育』の実施校数の増加を目指して、「生命（いのち）の安全教育」の普及展開を行う。また、併せて改善を

行った教材・指導の手引き等の理解促進や普及展開を促進する。

 「性犯罪・性暴力対策の強化の方針」（令和２年６月）に基づき、内閣府・文部科学省が連携し、令和３年４月に、発達段階に応じた、「生命（いのち）を大切にする」
「加害者にならない」「被害者にならない」「傍観者にならない」ための「生命（いのち）の安全教育」教材及び指導の手引きを作成。

生徒指導提要（改訂版・令和４年12月公表）（※）における性犯罪・性暴力に関する対応として「生命（いのち）の安全教育」の実施が盛り込まれる。
（※）生徒指導に関する学校・教職員向けの基本書

令和5年度の『性犯罪・性暴力防止のための教育』の実施校の割合は45.3%で令和3年度と比較して上昇しているが、全国展開のためにはさらなる加速化が必要。
生命（いのち）を大切にし、こどもたちを性暴力の加害者、被害者、傍観者にさせないため、「生命（いのち）の安全教育」を推進すると
ともに、自治体における普及展開に関する取組を支援することで、全国展開を加速する。

令和8年度予算額 19百万円
（前年度予算額 19百万円）

背景等

普及展開事業の実施

「女性活躍・男女共同参画の重点方針2025
（女性版骨太の方針2025）」 R7.6.10

【事業開始年度：令和３年度】

「生命（いのち）の安全教育」の更なる拡大のため、特定の都道府県や市区町
村においてモデル地域の設定数を増加し、当該域内での全校実施を目指す教
育委員会等の普及展開に関する取組を支援

支援内容
• コーディネーターの設置
• 研究協議会、研修の実施 等

モデル地域の
設定

（注２）国はワンストップ支援センターと委託契約を締結

教育委員会等と連携し、複数校で「生命（いのち）の安全教育」を実施する
ワンストップ支援センター（注１）運営団体数を増加し、その取組を支援

メニュー①

メニュー②

• モデル地域内での授業実施
• 未実施校に対するモデルプログラムやノウハウ提供

（注１）性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センター：自治体の委託等により公益財
団等が運営する47都道府県に設置された性犯罪・性暴力に関する相談窓口

a校 b校

C校

【教育委員会が実施】

協力

（拠点校）

授業実施

支援

教育委員会
（首長部局も可）

【ワンストップ支援センターが実施】

a校

b校

C校

授業実施
支援

ワンストップ支援
センター

教育委員会

連携
協議会

首長部局

センターからノウハウを学ん
だら先生も授業できるね

（注２）

被害児童支援の充実も
図れるよね

こども性暴力防止法の施行準備や「生命（いのち）の安全教育」の推進、青少年のインターネットに関する課題への対応、こども視点で
の防災対策などこどもの安心・安全対策やこどもまんなかまちづくりを進める。

「経済財政運営と改革の基本方針2025
（骨太の方針2025）」 R7.6. 13 

（担当：総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課）39
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事例① 徳島県教育委員会
・令和３年度より指定校において
「生命（いのち）の安全教育」推
進事業を実施し、研修や指導モ
デルの作成、普及啓発等に取り
組んできた。

・令和７年度は、県内すべての中
学校等への普及展開を目的に、
人権教育主事が公開授業を参
観し、授業展開の方法を示すと
ともに、「自分や他人を大切にす
る生き方」を考えさせることの大
切さについて共通認識を深めた。

「生命（いのち）の安全教育」普及展開事業では、モデル地域（実施地域）の設定や、複数校での実践といった要件を満
たせば、ワンストップ支援センターとの連携のほか、地域で活動する民間団体等の外部講師による教員研修等の開催、人
権教育や安全教育などの教育活動と併せて実施するなど、学校や地域の実情に応じた取組を実施することが可能です。
※多様な取組例は「生命（いのち）の安全教育」実践事例を参照 https://www.mext.go.jp/content/20230704-mxt_kyousei01-000014005_02.pdf

「生命（いのち）の安全教育」普及展開事業の実施事例

事例② 北九州市教育委員会
・「生命（いのち）の安全教育」指
導の手引き(北九州市版）の改
訂に向けて、小・中学校各1校を
先行実施校に指定し、実践検証
授業を行った。

・得られた知見や課題を反映するとと
もに、医師や学識経験者からの指
導・助言をうけ、実効性のある「生命
（いのち）の安全教育」指導の手引き
の更新を行った。また、保護者向け周
知資料を、市の教員向けプラット
フォームに掲載し、家庭でも文部科
学省の動画資料を視聴可能とした。

事例③ワンストップ支援センター
（SARC東京）

・東京都のワンストップ支援セン
ターを運営するSARC東京は、
性犯罪・性暴力防止の普及啓
発に力を入れており、モデル地
域内の学校（小・中・高）で外部
講師を活用した講座を展開した。

・「生命（いのち）の安全教育」
教材をベースに、デートDVやデ
ジタル性暴力などを盛り込んだ
教材を追加し、学校・保護者の
理解を深める取組を実施した。



「生命（いのち）の安全教育推進事業」委託先一覧

実践校数（モデル事業）
R4 委託先件数 合計特別

支援高校中学
校

小学
校

幼児
期

553513161820団体55校（園） 合計

実践校数（モデル事業）
R5 委託先名称（実施主体） 合計特別

支援高校中学
校

小学
校

幼児
期

22社会福祉法人和みの会

11
特定非営利活動法人はなえみ
そがチャイルドハウス保育園

11足立区

5122国立大学法人東京学芸大学

33合同会社Mom’s sun

413大阪市教育委員会

22堺市

66社会福祉法人照治福祉会

11国立大学法人大阪教育大学

99山口県教育委員会

22徳島県

36100681211団体36校（園） 合計

実践校数（モデル事業）
R3委託先件数 合計特別

支援高校中学
校

小学
校

幼児
期

49211528313団体49校 合計

実践校数（普及展開事業）
R6 委託先名称（実施主体） 合計特別

支援高校中学
校

小学
校

幼児
期

3111和歌山県

1010山口県教育委員会

3979924751大阪市教育委員会

4747徳島県

312国分寺市教育委員会

66社会福祉法人照治福祉会

22
一般社団法人
北九州市私立幼稚園連盟

11学校法人 鹿の子学園

413茅ヶ崎市教育委員会

473101102300609団体473校（園） 合計

2026.4.更新

実践校数（普及展開事業）
R7 委託先名称（実施主体） 合計特別

支援高校中学
校

小学
校

幼児
期

7979徳島県

11101流山市

1212山口県教育委員会

2020社会福祉法人 敬愛学園

211北九州市

46613128451大阪市教育委員会

66社会福祉法人 照治福祉会

6132
特定非営利活動法人
性暴力救援センター・東京（SARC東京）

602121224288778団体602校（園） 合計

実践校数
R3～R7合計 件数(延数) 合計特別

支援高校中学
校

小学
校

幼児
期

1,21537836064017061団体1,2１5校 42



 

 

 

 

 

■ 「生命（いのち）の安全教育」に関する主な資料
授業実践を行う際に、役立つ様々なツール（教材、指導の手引き、動画教材、実践事例集等）を掲載

生徒指導提要（令和４(2022)年１２月改訂）では、全ての児童生徒が性犯罪・性暴力に対して、適切な行動
をとれる力を身に付けることができるように「生命（いのち）の安全教育」を実施することが明記されています。

教材、指導の手引き

動画教材

実践事例集

教員向け研修動画

保護者への案内ひな形

令和５年度全国フォーラム
報告書

教職課程学生向け
パンフレット

授業で活用できるスライド「教材」です。PPT形式でダウンロードできますので、各学校の状況や教員の指導案に合
わせて、加除改変してご使用ください。授業で扱う内容に合わせて一部のみの使用でもかまいません。「指導の手引
き」では「生命（いのち）の安全教育」の趣旨、各学校段階でのねらい、具体的な指導案のほか、指導上の配慮事項、
児童生徒から相談を受けた場合の対応のポイント等をまとめています。教材を使う前にお読みください。（R8.3改訂）

スライド教材の内容を動画化しました。そのま
ま授業で流していただける教材です。指導案
に合わせて、全部または必要な部分を御活用
ください。

各学校段階における指導内容について紹介し
講義動画です。教育委員会主催の研修会や各
学校の校内研修会等でも御活用できます。

全国の学校での取組事例を学校段
階ごとに、学習指導要領の関係箇所、
授業展開例、指導上の留意点をまと
めています。

当日の基調講演、教育委員会の実践
事例紹介が御覧いただけます。

保護者へ事前に授業のねらいや内容を伝
える際に活用できるお手紙のひな形です。
各学校で追記・修正して御使用ください。

教員や保育士など、子供の教育や保育等
に係る職業を目指す学生に知っていただき
たいことをまとめたものです。

※リンク先の最下段に掲載

※リンク先の最下段に掲載

※リンク先の中段に掲載
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生命（いのち）の安全教育の取組を始めようとする自治体等に、文部科学省が任命した
「生命（いのち）の安全教育推進アドバイザー」を研修講師等として派遣します。ぜひご活用ください。
＜事業趣旨＞
文部科学省では、子供たちを性暴力の加害者、被害者、傍観者にさせないため、全国の学校において「生命
（いのち）の安全教育」を推進しています。本事業は、「生命（いのち）の安全教育」に取り組もうとする
教育委員会や学校等が実施する教職員等を対象とした研修会等に、「生命（いのち）の安全教育推進
アドバイザー（以下、「アドバイザー」という）」を派遣し、講演等を行うことで、「生命（いのち）の安全教育」
の普及啓発を進めることを目的としたものです。

＜アドバイザーの活動内容＞
（１）派遣要請のあった教育委員会や学校等、及び文部科学省が実施する研修会や講演会、会議等の

普及啓発活動等で行う講演等
（２）生命（いのち）の安全教育に取り組む教育委員会や学校等に対する、授業の実施に係る指導助言

等のアドバイザー など

アドバイザーの派遣に係る経費（諸謝金、旅費）は原則として文部科学省が負担します。
まずはご相談ください！
＜申請の手順＞
①申 請：自治体・団体等から文部科学省担当者へ、アドバイザー派遣申請書を提出
②相 談：派遣申請書の内容に基づき、文部科学省担当者と内容の相談
③決 定：アドバイザーと日程調整の後、派遣が決定
④打合せ：アドバイザーと直接、派遣内容や講演内容について打合せを行う
⑤派 遣：アドバイザーによる研修講師や指導助言などを実施
⑥報 告：派遣終了後、1週間を目安に文部科学省担当者へアドバイザー派遣の報告書を提出

「生命（いのち）の安全教育推進アドバイザー」派遣事業

アドバイザーの
・派遣要綱・申請書・報告書は

こちらから↓

派遣を希望する団体等は
1ヵ月以上の余裕をもって
事前にご相談ください！

お問い合わせ先：文部科学省 男女共同参画共生社会学習・安全課 男女共同参画学習室 TEL:03-5253-4111（内線:2654）E-mail:danjo@mext.go.jp


